
　大台ケ原山は奈良県と三重県の県境にある標高1695.1mの
山で、日本百名山の一つ。年間を通じて降水量が多く、屋久島
に並ぶと言われるほどの多雨地帯である。幕末から明治にかけ
ての探検家で蝦夷地を探査し、北海道の名付け親である松浦武
四郎が晩年、自費で登山道の整備、小屋の建設などを行った。
　部下３人を連れて夜に京都を出発。ほぼ満月だったので星空
はイマイチだが、お天気はいい！午前４時ごろに真っ暗な登山
道から入山。一時間弱で最高峰の日出が岳に到着した。
　ガスが出て何も見えず、今日はダメかな～と諦めつつも、日
の出の時間まで約１時間我慢。日の出の10分前、突風が吹き
出して一気にガスが流れ去り、目の前には雄大な雲海が広がっ
た。雲海から登るご来光！日の出とともに雲海が薄れていき、
その下には大海原が見渡された。なかなかこんな素晴らしい景
色は見られない!! （Ｓ．Ｉ）

新年あけましておめでとうございます。
いつもはみなさんの職場や身近にある“ちょっとそこまで”
と訪れたくなるような風景を紹介していましたが、
今回は新年号ということで少し遠いですが
大台ケ原山のご来光を紹介します。
この写真のように皆さんを明るく照らす
楽しい一年でありますように願っています。

大台ケ原山
ちょっと遠く

4 4

までちょっと遠く
4 4

までちょっとちょっとちょっと遠く遠く遠くまでまでまで
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厚
労
省
が

「
再
編
統
合
」
対
象
と
名
指
し

厚
労
省
は
、「
地
域
医
療
構
想
」
の
策
定
後
、

公
立
・
公
的
病
院
に
対
し
、
構
想
を
ふ
ま
え
た

「
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
プ
ラ
ン
に
盛
り

込
む
2
0
2
5
年
に
向
け
た
「
具
体
的
対
応
方

針
」
に
つ
い
て
、
地
域
の
「
調
整
会
議
」（
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
）で
協
議
し
合
意
を
図
る

こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
関

し
て
は
、
2
0
1
9
年
春
の
段
階
で
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
協
議
・
合
意
済
み
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
政
府
の
思
わ
く
通

り
に
病
床
の
機
能
転
換
や
削
減
を
進
め
る
も
の

で
は
な
く
、
2
0
2
5
年
も
ほ
と
ん
ど
現
状

と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で

政
府
は
、「
骨
太
方
針
2
0
1
9
」
に
お
い
て
、

具
体
的
対
応
方
針
が
公
立
・
公
的
病
院
に
求
め

ら
れ
る
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
か
、「
診
療
実
績
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
行
い
、

地
域
医
療
構
想
を
進
め
る
と
い
う
方
針
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。
今
回
の
再
編
統
合
対
象
と
し
た

病
院
名
の
公
表
は
、
こ
の
診
療
実
績
デ
ー
タ
の

分
析
が
根
拠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
病
床
機
能
報
告
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
「
分
析
」

こ
の
分
析
は
、
毎
年
、
各
病
院
が
都
道
府
県

に
提
出
し
て
い
る
「
病
床
機
能
報
告
」
の
デ
ー

タ
を
用
い
て
行
わ
れ
、
2
0
1
7
年
に
自
院
の

病
床
機
能
を
高
度
急
性
期
・
急
性
期
の
機
能
と

届
け
出
て
い
た
1
4
5
5
病
院
が
分
析
対
象
と

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
は
過
去
の
も

の
で
、
わ
ず
か
１
か
月
分
の
診
療
実
績
を
報
告

す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
す
で
に
再
編
さ
れ
存

在
し
な
い
病
院
名
が
上
が
っ
て
い
た
り
、
報
告

月
が
改
築
移
転
と
重
な
り
、
通
常
よ
り
極
端
に

実
績
が
少
な
か
っ
た
た
め
名
前
を
あ
げ
ら
れ
た

病
院
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

す
ぐ
さ
ま
、
全
国
か
ら
厳
し
い
非
難
と
反
発
の

声
が
上
が
り
、
厚
労
省
は
、
慌
て
て
全
国
７
ブ

ロ
ッ
ク
で
病
院
や
自
治
体
と
の
「
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
、
機
械
的
に
再
編
統
合
を
押
し
付
け

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
言
い
訳
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
京
都
府
も
、
病
院
名
公

表
の
翌
日
に
は
「
遺
憾
」
を
表
明
し
、
京
都
社

保
協
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
も
「
厚
労
省
の
方

針
に
は
与
し
な
い
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

地
方
の
中
小
病
院
を
淘
汰
再
編
す
る

「
結
論
あ
り
き
」
の
分
析

名
前
を
公
表
さ
れ
た
病
院
の
４
分
の
３
は

2
0
0
床
以
下
の
中
小
病
院
で
、
７
割
近
く

が
所
在
地
の
二
次
医
療
圏
の
人
口
規
模
が
50
万

人
未
満
の
地
方
の
病
院
で
す
。
政
府
・
厚
労
省

が
、
分
析
の
結
果
、
名
前
を
公
表
す
る
「
再
検

証
要
請
対
象
」
と
判
定
し
た
基
準
は
、「
Ⓐ
診

療
実
績
が
特
に
少
な
い
」「
Ⓑ
類
似
か
つ
近
接
」

の
二
つ
で
、分
析
項
目
は「
が
ん
」「
脳
卒
中
」「
心

筋
梗
塞
」「
救
急
」「
小
児
」「
周
産
期
」「
へ
き
地
」

「
災
害
」「
研
修
・
派
遣
機
能
」
の
９
領
域
・
17

項
目
と
さ
れ
、
神
経
難
病
の
よ
う
な
特
殊
な
領

域
は
評
価
の
対
象
外
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

診
療
実
績
を
上
げ
る
に
は
医
師
・
看
護
師
の
確

保
等
、
診
療
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
が
、

地
方
に
行
く
ほ
ど
医
師
・
看
護
師
不
足
は
深
刻

で
す
。
分
析
項
目
や
判
定
基
準
自
体
が
、
地
方

の
中
小
病
院
を
淘
汰
・
再
編
す
る
「
結
論
あ
り

き
」の
設
定
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
実
際
、

人
口
規
模
1
0
0
万
人
以
上
の
大
都
市
圏
で

は
、「
類
似
か
つ
近
接
」
の
基
準
に
引
っ
か
か
っ

て
い
て
も
「
再
検
証
要
請
対
象
」
と
は
し
な
い
、

と
い
う
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
、
地
方
の

医
療
切
捨
て
、
真
の
「
地
方
創
生
」
と
は
真
逆

の
＂
ま
ち
壊
し
＂
の
基
準
で
す
。
地
域
か
ら
医

療
が
消
え
れ
ば
、
町
は
人
が
暮
ら
し
て
い
け
な

い
場
所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

地
方
・
地
域
か
ら
激
し
い
反
発
と
怒
り
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
次
は
民
間
」、
医
師
数
抑
制
と
一
体
の

提
供
体
制
再
編
が
ね
ら
い

批
判
を
前
に
厚
労
省
は
言
い
訳
に
終
始
し
て

い
ま
す
が
、
安
倍
首
相
は
、
そ
の
後
も
「
官
民

合
わ
せ
て
13
万
床
の
病
床
削
減
」
を
あ
ら
た
め

て
厚
労
相
に
指
示
し
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の

民
間
議
員
は
「
民
間
も
含
め
た
デ
ー
タ
公
表
」

を
求
め
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
を
迫
っ
て
い

ま
す
。
政
府
は
、
地
域
医
療
構
想
と
医
師
偏
在

対
策
と
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
を
「
三
位

一
体
」
で
進
め
る
方
針
を
掲
げ
て
い
て
、
過
労

死
水
準
の
働
き
方
と
、
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ

に
よ
る
医
師
労
働
の
肩
代
わ
り
を
進
め
、
病
床

の
機
能
転
換
・
削
減
と
一
体
で
医
師
配
置
を
集

約
し
、
医
師
数
を
抑
制
す
る
ね
ら
い
が
透
け
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
公
立
・
公
的
4
2
4
病
院
の
再

編
統
合
」
と
い
う
問
題
は
、
名
前
を
あ
げ
ら
れ

た
病
院
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
今
後
の
日
本

の
医
療
体
制
全
般
に
か
か
わ
る
、
そ
の
意
味
で

は
、
す
べ
て
の
医
療
従
事
者
と
患
者
・
国
民
の

医
療
に
か
か
わ
る
重
大
問
題
で
す
。
20
春
闘
を

通
じ
て
、
そ
の
事
を
広
く
世
論
に
訴
え
、
地
域

か
ら
た
た
か
い
を
組
織
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

市立福知山市民病院
大江分院

国立病院機構
宇多野病院

国保京丹波町病院

舞鶴赤十字病院

厚労省は9月26日、再編統合に向けた議論が必要と一方的に断定した
公立・公的424病院を名指しで公表しました。京都府内では、国立病
院機構宇多野病院、舞鶴赤十字病院、市立福知山市民病院大江分院、
国保京丹波町病院の4病院が上げられています。かつてない乱暴なや
り方で医療費の大幅削減を狙う政権に対し、地域の住民や病院関係者
からは強い反対の声があがっています。

乱暴すぎる 病院再編統合！
公立・公的424病院対象

  特 集
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みなさま明けましておめでとうございます。本年もMesoをよろしくお願いします。
さて、前回の190円で近畿をまわる企画が大変な好評をいただきました。
で、気を良くした編集委員は大胆にも海外取材をおこないました。
その名も「弾丸！台北24時間ツアー」
台湾の北部、台北を中心に1日でどれだけ回れるかを体験してきました。
結構楽しかったですよ！

関西国際空港を出発！
ここから長ーい1日が
始まります。

桃園空港に到着
空港からバスで台北駅
に向かいます。

平渓線執着駅の菁桐駅に到着。
駅前は昭和の雰囲気が漂いと
ても懐かしい。郵便ポスト横
の人形がとてもユニーク。

折り返しの列車で
十分に到着。多く

の観光客がランタンを飛ばしています。
空いっぱいに広がるランタンと、すれ
すれに通る列車は十分ならでは光景。
十分で遅めの朝食。この後は猫村で
有名な猴 駅に向かいます。

猴 駅に到着！
この駅周辺は「猫村」とし
て有名で、今や世界各国の
猫好きが集まるそうです。

猴 駅から列車で瑞芳駅へ、駅からはバスに乗り換えて
30分、九份に到着です。
ご存知の方も多いと思いますが、映画「千と千尋の神隠し」
の舞台のようだと話題になり観光客が必ず訪れる名所で
す。さすがに平日でも多くの観光客で混んでいました。
九份で有名な「阿柑姨芋圓」の芋圓。タロイモやサツ
マイモを小麦粉に練り込んで茹でた台湾ではポピュ
ラーなスイーツで、景色を見ながらの味は絶品です！

台北駅に到着。電車で十分駅があ
る平渓線に向かいます。
乗り換えの八堵駅で平渓線
一日周遊券を購入。これとっ
ても便利です。しかも300
円程度。

10:00

11:00

13:00

15:00

16:00

16:30

17:30

19:11

（現地時間）

無事に関西空港に到着！ほ
ぼ24時間で台北を回って
来ました。
さすがに帰りの飛行機は離
陸から着陸まで爆睡です。

桃園空港を離陸

桃園空港に到着。
ツアーの仕上げに空港でタピオカ
ミルクをいただきます。

台北駅から空港のある桃園まで新幹線で
むかいます。台湾の新幹線は「のぞみ」と
ほぼ同じ感じです。30分の乗車時間の間
に台北駅で買った駅弁をいただきます。
台湾の駅弁はいつも温められており美味
しく頂けます。そして安い！

最後に向かったのが台北のランドマーク
である「台北101」。この「台北101」か
ら見る台北シティービューは圧巻だそう
ですが今回は予算と時間の関係で展望台
は見送りです。残念

台湾と言えば小籠包！と言うことで地元で有
名らしい小籠包屋さんで頂きます。やっぱり
本場は旨い！

九份からバスで一気に台北市まで戻ります。
松山駅でMRT（地下鉄）に乗り換えてパワー
スポットで有名な龍山寺にお参り。
入口で一人一本長い線香が頂けます。ここ
もお参りの方で非常に賑わっています。

龍山寺からMRTで中正紀念堂に到着。
この中正紀念堂とは、中華民国の初
代総統である蒋介石を追悼するため
に建てられた建築物です。
名物の衛兵交代式を堪能しました。

最後に…今回はLCCで有名なピーチ航空
のセール料金で行ってきました。その料
金はなんと往復で10,910円（座席指定料
金を含む）です！LCCなどはメール登録し
ておくとお得なセール情報を知らせて貰
えます。ただし座席はちょっと狭いです。

台湾鉄道（日本で言うとJR）での
飲食は可能ですが、MRT（日本
で言う地下鉄）は厳禁です。こ

れは要注意です。

その

5

今回のツアーでは台湾の鉄道、
MRT、バスを多用しましたがこ
れらの支払いには交通系カード

の「悠遊卡（ヨーヨーカ、ゆうゆうカード、
英語名easy card）」が大変便利です。駅
の自販機やコンビニでも発売しています。

その

3

今回のツアーで台北まで深夜便
を使いましたがLCCは深夜便で
も満席です。少しでも楽な席を

確保するためにも多少の出費で窓側、通路
側の席を確保されることをお勧めします。

その

2

現地で台湾鉄道を利用される
場合、旅行前に鉄道利用を計
画される時に便

利なのが台湾時刻表！こ
れは日本の鉄道研究団体
が発行しており、とても
重宝します。Amazonに
て1,000円程度で購入可
能です。

その

4

台湾時刻表

台湾に到着して最初にすること
が入国申請。今までは紙のカー
ドに必要事項を記入しなければ

なりませんでしたが、現在は事前にイン
ターネットで申請が出来ちゃいます。予め

自宅で申請でき
るので飛行機の
中で書く面倒か
ら解放されます。
ただし、今回の
ように日帰りで
宿泊しない場合
は宿泊先が空白

にしていると入国させてもらえません！
「day tripと帰り便名」を記入し、窓口で
はパスポートと帰り便の予約のプリント
を見せるとスムーズに入国できます。

その

1

台湾入国申請ホームページ

台湾ツアー
ちょっとアドバイス

桃園
国際空港 台北 十分

九份

弾丸! 台北24時間
ツアー

2:30

4:30

6:00

9:00

20:30

26:0022:30 （日本時間）
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送り先＝〒604-8854　京都市中京区壬生
　　　仙念町30-2 労働会館6Ｆ・京都医労連
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パズルのこたえ

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

1 2 3 4   5

6     7

8    9

  10 11  12

13 14  15 16

17    18 19

20   21

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
蟹
工
船
の
作
者
で
す
。

②
い
く
つ
か
の
音
符
を
弧
で
く
く

り
、音
と
音
を
滑
ら
か
に
つ
な

げ
て
演
奏
す
る
こ
と
を
表
す
演

奏
記
号
で
す
。

③
た
だ
一
人
、た
だ
一
つ
で
あ
る

こ
と
、他
か
ら
独
立
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

④
地
上
で
暮
ら
す
マ
ー
モ
ッ
ト
、

プ
レ
ー
リ
ー
ド
ッ
ク
、滑
空
能

力
の
あ
る
モ
モ
ン
ガ
、ム
サ
サ

ビ
も
仲
間
で
す
。

⑤
高
校
球
児
の
夢
の
舞
台
で
す
。

⑦
腕
、柱
、目
覚
ま
し
、花
、砂
と
い

は
じ
め
に�

　
　
　
　

　

ー
率
直
に
お
詫
び
し
ま
す
ー

私
は
、「
メ
ソ
」
2
0
1
3
年
新
年

号
で
、
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が

1
9
7
1
年
９
月
25
日
に
京
都
市
内
で

行
っ
た
ラ
イ
ブ
会
場
を
、「
サ
ー
カ
ス

＆
サ
ー
カ
ス
」
で
あ
る
と
記
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、「
メ
ソ
」

読
者
の
皆
さ
ん
に
お
詫
び
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
誤
っ
た
記
述
を

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
心
か

ら
お
詫
び
す
る
も
の
で
あ
る
。

誤
り
が
判
明
し
た
経
過
に
つ
い
て

私
の
手
元
に
あ
る
「
ヤ
ン
グ
・
ギ

タ
ー
」
1
9
7
5
年
５
月
号
（
新
興
楽

譜
出
版
社
）
の
64
頁
に
、「
ケ
イ
コ
チ
ャ

ン
の
京
都
便
り
」
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
の
中
に
「
本

格
的
ラ
イ
ブ
・
ス
ポ
ッ
ト
〈
サ
ー
カ
ス

＆
サ
ー
カ
ス
〉」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。「
京
都
に

お
け
る
新
し
い
型
の
ラ
イ
ブ
・
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
今
度
新
し
く
、
銀
閣
寺
の

近
く
に
サ
ー
カ
ス
＆
サ
ー
カ
ス
が
、
４

月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。」
と
。

そ
し
て
、
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
、
優

歌
団
や
有
山
じ
ゅ
ん
じ
、
ウ
エ
ス
ト
・

ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ー
ス
・
バ

ン
ド
等
の
ラ
イ
ブ
を
紹
介

す
る
記
事
も
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
一
事
を
も
っ

て
し
て
、
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
が
1
9
7
1
年
９

月
25
日
に
開
催
し
た
ラ
イ

ブ
会
場
と
し
て
記
し
た

「
サ
ー
カ
ス
＆
サ
ー
カ
ス
」

は
こ
の
時
点
で
は
存
在
し

て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。「
サ
ー
カ
ス
＆

サ
ー
カ
ス
」
が
営
業
開
始

し
た
の
は
、
1
9
7
5
年

４
月
の
こ
と
で
あ
り
、
明

ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
が
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
の
ラ
イ
ブ
会
場
に
つ
い
て
、
と

あ
る
ロ
ッ
ク
バ
ー
の
店
主
に
尋
ね
た
ま

で
は
よ
か
っ
た
が
、
本
当
に
そ
の
通
り

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
何
ら
の
確
認

も
し
な
い
ま
ま
文
章
に
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
、
大
き
な
誤
り
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。
本
文
中
で
私
は
北
白
川
界

隈
を
仕
事
で
通
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

た
び
に
こ
こ
を
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ

ン
の
メ
ン
バ
ー
が
歩
い
た
か
と
思
う
と

胸
が
熱
く
な
る
等
の
記
述
を
し
た
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
彼
ら
が
北
白
川
界
隈

を
歩
い
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
記
述
は
削
除
す
る
こ
と

に
す
る
。

�

そ
れ
で
は
、レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が

1
9
7
1
年
９
月
25
日
に
行
っ
た��

ラ
イ
ブ
会
場
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
？

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が
行
っ
た

ラ
イ
ブ
会
場
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し

て
い
る
文
献
が
手
元
に
あ
る
の
で
、
紹

介
す
る
こ
と
に
す
る
。「
文
藝
別
冊　

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
」
2
0
1
3

年
８
月
30
日
（
河
出
書
房
新
社
）
と
い

う
雑
誌
の
中
で
、
1
9
7
1
年
に
レ
ッ

ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が
来
日
し
た
時
に
、

彼
ら
と
同
行
し
た
レ
コ
ー
ド
会
社
の
関

係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。「
場
所
を
移
ろ
う
と
な
っ

た
と
き
、『
た
ち
吉
』
っ
て
い
う
、
和

食
器
を
作
っ
て
い
る
老
舗
の
家
の
地
下

が
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
た
。」
と
述

べ
た
後
、
ラ
イ
ブ
会
場
に
1
0
0
人
程

度
入
り
、
土
曜
日
の
夜
に
ラ
イ
ブ
が
さ

れ
て
い
る
話
し
等
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ラ
イ
ブ
で
起
き
た
出
来
事
に
つ
い

て
、「
メ
ソ
」
で
す
で
に
記
し
て
い
る

通
り
で
、
最
初
、
観
衆
は
レ
ッ
ド
・

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が
来
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
が
、
途
中
で
彼
ら
が
目
の

前
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
観
衆
は
大
騒

ぎ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

改
め
て
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
が
1
9
7
1

年
９
月
25
日
に
行
っ
た
ラ
イ
ブ
会
場

は
、京
都
市
下
京
区
に
あ
る
「
た
ち
吉
」

本
店
地
下
で
あ
る
。

更
な
る
極
み
、ロ
ッ
ク
の
頂
を

私
は
今
回
、
こ
の
よ
う
な
形
で
自
ら

が
犯
し
た
誤
り
に
つ
い
て
率
直
に
お
詫

び
と
経
過
を
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
さ
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

何
故
か
私
は
得
も
言
わ
ぬ
高
揚
感
を
感

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
高
揚
感
が

ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
と
い
う
と
、

私
な
り
に
考
え
た
ロ
ッ
ク
の
一
番
重
要

な
肝
を
な
す
定
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
ロ
ッ
ク
と
は
、
エ
イ
ト
ビ
ー
ト
と
パ

ワ
ー
コ
ー
ド
の
響
き
が
織
り
な
す
得
も

言
わ
ぬ
胸
の
高
鳴
り
」
で
あ
る
。
私
は
、

こ
の
胸
の
高
鳴
り
に
導
か
れ
て
、
40
数

年
以
上
に
渡
っ
て
ロ
ッ
ク
な
る
も
の
を

聞
き
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
ロ
ッ
ク
に

は
、
人
生
を
生
き
て
い
く
う
え
で
資
す

る
も
の
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ

れ
故
、
ど
こ
か
の
国
の
宰
相
の
よ
う
に
、

都
合
が
悪
く
な
る
と
平
気
で
ウ
ソ
を
つ

き
、
あ
る
も
の
を
無
か
っ
た
こ
と
に
す

る
な
ど
と
い
う
、
不
埒
な
こ
と
を
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
私
は

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
極
み
、
ロ
ッ
ク
の

頂
を
目
指
し
て
精
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

�

川
上
裕
光

（
京
都
医
労
連
個
人
加
盟
分
会
）

国民健康保険は高すぎる。
もっと払っていける保険料
にして下さい。
 岡田 敏晴（東山診療所）

私は何故、間違えたのか？

コング谷口
車窓の世界

北海道
札沼線の新十津川駅

「ゆいレール」の１日乗車券
は乗ったときから24時間で
した。今でもそうなのかな？
あの美しい海に会いにまた行
きたくなりました。
 村岡 敬子（第二日赤労組）（パズルに）初めて挑戦しまし

たが、知らない言葉がたくさん
で難しかったです。
 小林 希（第二日赤労組）

いつもありがとうございま
す。当たるといいなぁ～。
 森田 公子（第二日赤労組）

氏名

組合名

え
ば
何
で
し
ょ
う
。

⑪
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
と
強
い

酸
味
が
特
長
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
で

す
。

⑭
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
・
硫
黄
・
木
炭
の

粉
末
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
作
る
、

花
火
の
材
料
で
す
。取
り
扱
い

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

⑯
イ
タ
リ
ア
に
発
祥
し
た
ド
ラ
イ

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
一
種
で
す
。語

源
は
イ
タ
リ
ア
語
の
s
a
l
e

（
塩
）で
す
。

⑲
あ
ら
ゆ
る
事
物
は
現
象
と
し
て

生
成
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
を
根
拠
づ
け
る
不
変

的
な
本
質
は
存
在
し
な
い

と
い
う
意
味
の
仏
教
用
語

で
す
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①�『
兵
士
よ
り
も
多
く
の

教
師
を
』
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
軍
隊

を
廃
止
し
国
の
予
算
を

軍
事
で
は
な
く
、社
会

福
祉
や
教
育
、環
境
保

全
に
投
じ
、「
地
球
幸
福

度
指
数
」の
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
で
何
度
も
1
位

に
輝
い
て
い
る
国
で

す
。

⑥「
つ
り
合
い
を
取
る
事
」

「
つ
り
合
い
が
取
れ
て
い
る
状

態
」な
ど
を
意
味
す
る
単
語
で

す
。

⑦
李
淵
が
隋
を
滅
ぼ
し
て
建
国
し

た
、中
国
の
王
朝
で
す
。

⑧
ポ
ン
ド
法
に
お
け
る
長
さ
の
単

位
で
す
。

⑨「
小
芥
子
」を
何
と
読
み
ま
す

か
？

⑩
大
気
中
に
か
た
ま
っ
て
浮
か
ぶ

水
滴
ま
た
は
氷
の
粒
で
す
。

⑫
人
間
が
居
住
す
る
固
定
式
あ
る

い
は
移
動
式
の
建
物
の
こ
と
で

す
。

⑬
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

の
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
。

⑮
雨
・
雪
・
日
光
な
ど
が
体
に
当
た

ら
な
い
よ
う
、頭
上
に
広
げ
差

し
か
ざ
し
ま
す
。

⑰
人
々
の
協
議
に
よ
っ
て
決
め
た

規
則
で
す
。

⑱
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
廃
糖
蜜
ま
た
は

絞
り
汁
を
原
料
と
し
て
作
ら
れ

る
蒸
留
酒
で
す
。

⑳
回
転
す
る
も
の
の
回
転
の
中
心

の
役
を
果
た
す
部
品
。

㉑
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
つ
た
め
、食
後
の

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
出
題
者　

元
岡�

洋
子
）

188号の正解は「シンセカイ」でした。
正解のうち以下の方に図書カードをお送りします。
加藤 理子（民医労西支部）、今田 宏美（民医労上京支部）、
重田 洋子（第二日赤労組）、村岡 敬子（第二日赤労組）、
諏佐 修（共立HP友の会）

　みなさん明けましておめでとうござ
います。今年もコングをよろしくお願
いします。
　昨年に引き続き新年から掲載されて
ウキウキ気分のコングであります。
　では、今年最初の一枚を紹介します。
　哀愁漂うこの駅は北海道の札沼線の
終着駅で新十津川駅といいます。一見
どこにでもある古ぼけた駅ですがある
ことで有名な駅です。
　実はこの駅に来る列車は1日に1本
しかありません。つまり始発電車が最
終電車なのです。そしてこの駅を発車
する列車が午前10時00分なので日本
一終発列車の早い駅となりました。
　この事が有名となり全国からファン
がこの駅を訪れています。駅でも列車
が近づいてくると保育所のかわいい園

児達が、手を振って出迎えてくれます。
また駅の隣にある空知中央病院が駅
ノートを設置していて、記載された内
容は病院のホームページで見ることが
できます。このように全国、地元に愛
されている駅ですが残念ながら今年の
5月7日で廃線になります。かわいい
子どもたちの出迎えや貴重な1日1本
の列車に乗れるのもあと僅かです。お
時間のある方は是非北海道へ！北海道
もLCCなら安く行けたりします。
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勝野新委員長挨拶

　

あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
京

都
医
労
連
大
会
で

委
員
長
に
な
り
ま

し
た
勝
野
由
起
恵

と
申
し
ま
す
。出
身
単
組
は
京
都

民
医
労
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

私
た
ち
京
都
医
労
連
は
、結
成

か
ら
一
貫
し
て
、働
く
者
の
権
利

と
労
働
条
件
の
改
善
と
併
せ
、受

け
手
で
あ
る
国
民
の
医
療
・
社
会

保
障
制
度
の
充
実
を
運
動
の
柱
と

し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
は
度

重
な
る
医
療
・
社
会
保
障
制
度
の

改
悪
で
国
民
の
負
担
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、満
足
に
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
制
度
が
受
け

ら
れ
ず
、憲
法
25
条
で
保
障
さ
れ

て
い
る
健
康
権
・
受
療
権
が
保
障

さ
れ
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
た
ち
医
療
・
福
祉
労

働
者
も
「
患
者
さ
ん
や
利
用
者
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が
し

た
い
」と
夢
を
持
っ
て
就
職
し
て

も
「
人
手
不
足
で
医
療
事
故
が
心

配
」「
長
時
間
労
働
で
健
康
不
安
が

あ
る
」「
疲
れ
て
い
て
患
者
さ
ん
に

優
し
く
で
き
な
い
」と
離
職
し
て

い
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
に
は
、医
療
・
福
祉
労
働

者
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　

そ
の
た
め
に
は
、組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

京
都
医
労
連
も
皆
さ
ん
と
共
に

団
結
し
、安
心
、安
全
な
職
場
作
り

に
奮
闘
し
て
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な

る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
１
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
今
年
は

ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
期
待
と
不
安
が

交
錯
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
京
都
市
長
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
私
た
ち
の
願
い
を
叶
え
て

も
ら
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
選

挙
権
の
あ
る
方
は
棄
権
せ
ず
に
是
非
投

票
所
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　

新
年
号
の
記
事
は
如
何
で
し
た
か
？

私
た
ち
医
療
機
関
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
事
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
楽
し
ん
で

貰
え
る
旅
行
企
画
を
掲
載
し
ま
し
た
。

（
予
算
が
通
れ
ば
韓
国
ソ
ウ
ル
日
帰
り

企
画
も
あ
り
ま
す
が
…
）

　

今
年
も
M
e
s
o
は
み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
今
年
も
M
e
s
o

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女性委員会日帰りバスツアー

　昨年の11月16日土曜日に「2019秋のナースウェーブ」を
ラボール京都で開催しました。当日は47人の参加者があり、
講師に大津赤十字病院労働組合の中小路貴子さんを招いて、

「ケアに生かそう『てあーて』のこころ」と題して川島みど
りさんが推奨する『てあーて』を学びました。
　終了後に近くの西院駅前に移動して秋空のもとで看護署
名宣伝を行いました。

　昨年の11月９日に毎年恒例の日帰りバスツアーを実施して44名
の参加がありました。
　今回は少し遠出をして徳島県は鳴門にある大塚国際美術館まで
行きました。
　この大塚国際美術館ですが日本最大級の常設展示スペースを持
つ「陶板名画美術館」で、館内には世界26カ国1000点以上の陶板
名画が並んでいます。原寸大で、しかも立体的に展示されており
予定していた３時間があっという間に過ぎていきました。
　美術鑑賞後の昼食はアオアヲナルトリゾートでの割烹バイキング
と贅沢三昧の一日でした。

編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り
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